
平成２４年度 自己評価計画書平成２４年度 自己評価計画書平成２４年度 自己評価計画書平成２４年度 自己評価計画書 石川県立田鶴浜高等学校

重点目標 具体的取組 主担当 現 状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備 考

１ 全教職員が意欲的 ① 個に応じた学習指導 教務 自ら意欲的に学習 【満足度指標】 「授業は興味深く、学習意欲 ＣまたはＤの場 生徒による授業

に各自の課題に取 の実践を目指し、研 する態度が身に付 個に応じた学習指 が湧くように工夫されている」合は、指導方法、 評価を前後期１

り組み、自らの資 究授業・公開授業、 いていない生徒が 導により、学習意 と評価した生徒の割合が 研修内容を再検 回ずつ実施す

質向上に繋げる。 指導案検討会を実施 おり、主体的な学 欲が湧く。 Ａ ８５％以上 討する。 る。

する。 習を促すきめ細か Ｂ ８０％以上

な指導が必要であ Ｃ ７５％以上

る。 Ｄ ７５％未満

である。

② 全教職員のカウンセ 教育相談 生徒の抱える問題 【満足度指標】 研修会の内容を理解した職員 ＣまたはＤの場 研修会後、職員

リング・マインドの が顕在化する前 研修会の内容につ の割合が、 合は、実施方法 にアンケートを

向上を図り、職員研 に、予防的カウン いて理解を深めた。 Ａ １００％ を再検討する。 実施する。

修会を実施する。 セリングによる支 Ｂ ９０％以上

援が必要である。 Ｃ ８０％以上

Ｄ ８０％未満である。

重点目標 具体的取組 主担当 現 状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備 考

２ グループワークを ① 専門教科の知識・技 衛生 国家試験演習で、 【成果指標】 ＜高校＞ ＜高校＞ 看護模試（全国）

はじめ個に応じた 術の確実な定着を図 看護科 本校が目標として ＜高校＞ 偏差値４０未満の生徒が Ｃ以下場合は、 を実施し、評価

学習指導により、 るため、目標レベル いるレベルに達し 国家試験演習で偏 ＜専攻科＞ 指導方法を再検 する。

看護師・介護福祉 に達するまで補習・ ていない生徒がい 差値４０未満の生 偏差値３８未満の生徒が 討する。

士国家試験合格率 個別指導を実施す る。 徒が０人である。 ＜専攻科＞

１００％を目指す。 る。 ＜専攻科＞ Ａ ０人 Ｂ以下の場合は、

国家試験演習で合 Ｂ １人 指導方法を再検

格の目安である偏 Ｃ ２人 討する。

差値３８未満の生 Ｄ ３人以上である。

徒が０人である。

② ＜１、２年生＞ 健康 ＜１、２年生＞ 【成果指標】 ＜１、２年生＞ ＜１、２年生＞ 月毎に集計す

家庭学習の定着を図 福祉科 家庭学習の習慣が ＜１、２年生＞ 目標家庭学習時間の達成者が ＣまたはＤの場 る。

る。 ついていない生徒 学年の目標家庭学 Ａ ９０％以上 合は、課題の内

がいる。 習時間（１年１時 Ｂ ８０％以上 容や出し方を検

＜３年生＞ ＜３年生＞ 間・２年２時間） Ｃ ７０％以上 討する。

理解度が一定レベル 国家試験演習で一 の達成者の割合が Ｄ ７０％未満である。

に達するまで個別指 定レベルに達して ８０％以上である。

導を実施する。 いない生徒がい ＜３年生＞ ＜３年生＞ ＜３年生＞ 演習毎に確認す

る。 国家試験演習のク 国家試験演習のクラスの平均 ＣまたはＤの場 る。

ラス平均得点率が 得点率が 合は、取り組み

７０％以上である。 Ａ ８０％以上 方法を検討する。

Ｂ ７０％以上

Ｃ ６０％以上

Ｄ ６０％未満である。



重点目標 具体的取組 主担当 現 状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備 考

３ 地域の医療機関・ ① 地区説明会、個別説 教務 看護師・介護福祉 【成果指標】 説明会等への参加人数が、昨 Ｄの場合は、啓 説明会ごとに集

福祉施設等を支え 明会等を開催し、看 総務 士の役割に対する 地区説明会、個別 年度よりも 発活動の内容、 計する。

る人材育成につい 護師・介護福祉士の 健康 理解を促し、本校 説明会等の参加人 Ａ １５人以上増加した。 方法等を再検討

て、本校の大きな 役割を啓発する。 福祉科 への志願に繋げる 数が増加する。 Ｂ １０人以上増加した。 する。

役割や高い実績の 必要がある。 Ｃ ５人以上増加した。

啓発に努め、志願 Ｄ ５人未満である。

者の増加に繋げる。② 健康チェック・出前 衛生 看護への関心は高 【満足度指標】 参加者が「衛生看護科の理解 ＣまたはＤの場 終了後にアンケ

授業を実施し、衛生 看護科 いが、本校の理解 参加者の衛生看護 を深めた」と回答した人数の 合は、説明の内 ートを実施す

看護科への理解を深 が十分ではない。 科の理解が深まる。割合が 容、方法等を再 る。

める。 Ａ ９０％以上 検討する。

Ｂ ８０％以上

Ｃ ７０％以上

Ｄ ７０％未満である。

③ 中学生や地域の方々 総務 学校公開行事にお 【成果指標】 学校公開行事への参加人数が、Ｄの場合は、学 学校公開行事ご

に本校への理解を深 いて、中学生や地 学校祭、教育ウィ 昨年度よりも 校公開行事の内 とに集計する。

めてもらうために、 域の方々の来校数 ーク・学校公開等 Ａ ２０人以上増加した。 容、方法等を再

行事参加機会と情報 が少ない。 の参加人数が増加 Ｂ １５人以上増加した。 検討する。

提供に努める。 する。 Ｃ １０人以上増加した。

Ｄ １０人未満である。

重点目標 具体的取組 主担当 現 状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備 考

４ 部活動やボランテ ① 部活動を推奨する。 生徒会 生徒全員が、部活 【成果指標】 個々の参加率が Ｄの占有率が20 ７月・１２月に

ィア活動等の課外 動に加入している 部活動に積極的に Ａ ９０％以上 ％をこえる場合 アンケートを実

活動を推奨し、心 が、参加率が十分 参加する。 Ｂ ７０～９０％ は、検討する。 施する。

身の調和的な発達 とはいえない生徒 Ｃ ５０～７０％

並びにコミュニケ が見られる。 Ｄ ５０％未満である。

ーション力の向上 ※３年生は総体・総文まで

を図る。 ② 地域の行事等に関わ 総務 ボランティア活動 【努力指標】 年間ボランティア活動時間が ＣまたはＤの場 ボランティア報

るボランティア活動 に消極的な生徒も ボランティア活動 16時間をこえる生徒の割合が 合は、個別に働 告書より調査す

に取り組む。 見うけられる。 を意欲的に行う生 Ａ ８０％以上 きかける。 る。

徒が増加する。 Ｂ ７０％以上

Ｃ ６０％以上

Ｄ ６０％未満である

③ 健康チェック・ボラ 衛生 自分の意見を表現 【成果指標】 ボランティア実施後のコミュ ＣまたはＤの場 年２回アンケー

ンティア等の活動を 看護科 できない生徒がい ボランティア等で ニケーションに関する自己評 合は、個別に話 トを実施する。

通し、他者と積極的 健康 る。 コミュニケーショ 価が高くなった生徒の割合が し方指導を行う。

に対話する。 福祉科 ン力が向上する。 Ａ ８０％以上

Ｂ ７０％以上

Ｃ ６０％以上

Ｄ ６０％未満である。


